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目
指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

２‐
日
、
高
知
市
桟
橋
通
４

丁
目
の
市
立
自
由
民
権
記

念
館
で
開
か
れ
、
県
内
の

建
築
士
や
医
師
ら
が
長
寿

社
会
を
支
え
る
住
宅
の
在

長寿社会支える住宅を

高知市医師や建築士らシンポ

高齢者に優しい住宅について話し合つた
シンポ (高知市桟橋通4丁目)

【
嶺
北
】
健
康
に
配
慮

し
た
木
造
住
宅
の
普
及
を

魃

蝠

写

昴

滸

鼎

れ
謳
一儡

抒

ε

髪

り
方
な
ど
を
話
し
合

っ

た
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

「
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
を
考
え
る
会
」

（大
阪
府
）
の
主
催
。
関

連
団
体
の
社
団
法
人
が
今

冬
か
ら

「
こ
う
ち
健
康

・

省

エ
ネ
住
宅
推
進
協
議

会
」
と
連
携
し
、
高
知
型

の
健
康
住
宅
モ
デ
ル
を
つ

く
ろ
う
と
土
佐
郡
土
佐
町

で
住
民
調
査
を
計
画
し
て

い
る
。

関
係
者
ら
約
８０
人
が
集

ま

っ
た
会
で
は
、
伊
香
賀

俊
治

・
慶
応
大
教
授

（建

築
環
境
工
学
）
が
、
住
環

境
が
健
康
に
与
え
る
影
響

の
調
査
結
果
を
紹
介
。
断

熱
性
能
の
高
い
家
は
、
低

い
家
に
比
べ
て
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
、
血

圧
の
上
昇
も
抑
え
る
こ
と

な
ど
を
報
告
し
た
。

パ
ネ
ル
討
議
に
は
、
県

医
師
会
や
県
建
築
士
会
の

代
表
、
尾
崎
正
直
知
事
ら

６
人
が
参
加
。
体
温
調
節

な
ど
が
難
し
い
高
齢
者
に

配
慮
し
た
家
の
必
要
性
な

ど
を
話
し
合
い
、
尾
崎
知

事
が

「住
宅
に
健
康
と
い

う
付
加
価
値
を
付
け
、
木

材
と
住
宅
の
地
産
外
商
に

も
つ
な
が
る
。
県
と
し
て

も
前
に
進
め
た
い
」
と
述

べ
た
。

同
協
議
会
は
研
究
の
た

め
の
有
識
者
会
を
創
設
す

る
方
針
も
確
認
し
た
。

（福
田

一
昂
）
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局

窪
支

繹 輩111122由印翻 紹 1簾



な
く
、
調
湿
性
に
優
れ
、
気
持

．ち
が
安
ら
ぐ
建
材
や
デ
ザ
イ
ン

錯
誌
鶴
箭
信
峰

一藝
一一一・一縣

し
、
基
準
に
満
た
な
い
賃
貸
住

猪
は
だ
一
一
政
修
命
令
を
一
す

住
宅
と
健
康
の
関
係
を
見
直
す
動

き
は
日
本
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る

が
、
高
知
が
将
来
、
そ
の
拠
点
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。　
一　
．

全霧
晰
希罹
り
語
鋭

携
を
深
め
、
自
分
た
ち
の
活
動

に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
が

鍵
を
握
る
。
県
な
ど
行
政
の
後
押
し

も
欠
か
せ
な
い
。

高
齢
者
の
多
い
森
林
県
だ
か
ら
こ

そ
、
健
康
住
宅
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

ベ
。
４
年
後
の
姿
は
い
か
に
。

（嶺
北

ｅ
福
田

一
昂
）


